
202１年(令和3年)

1月2１日

№62
は ち ま ん た い 議 会 だ よ り

■議員と語る会…………Ｐ２

■１２月定例会……………Ｐ４

■一般質問(１１人)………Ｐ6

主な内容

―  田山保育所  ―

ス テ キ な
田山保育所
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　八幡平市議会は令和２年11月７・1４日の２日間、議会報告会「議員と語る会」

を開催しました。市内４会場で開かれた議員と語る会には市民５３人が参加。議

員自らが令和２年第３回定例会などの議会報告をしたほか、市政全般について

意見交換を行いました。詳しくは、議会のホームページに掲載します。

市政への提言強化
のため市民と対話

議員と
語る会

議員が４会場に分かれて参加者と意見交換しました

大更コミュニティセンター(１１月７日）

▼ 

旧
国
道
２
８
２
号
の
上
町
か
ら
下
町

の
両
側
に
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

田
頭
中
村
地
区
の
大
更
八
幡
平
線
と

中
田
野
駄
森
線
の
十
字
路
交
差
点
で

交
通
事
故
（
死
亡
事
故
も
発
生
）
が
多

発
し
て
い
る
。
車
両
・
歩
行
者
の
安

全
対
策
の
た
め
に
、
信
号
機
な
ど
の

早
期
設
置
を
望
む
。
岩
手
警
察
署
へ

積
極
的
に
要
望
す
る
べ
き
で
あ
る
。　

▼ 

大
更
駅
の
自
由
通
路
は
、
市
立
病
院

ま
で
の
往
来
経
路
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
分
か
り

に
く
い
。
案
内
板
な
ど
を
設
置
し
、

利
用
し
や
す
い
環
境
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
大
更
駅
前
か
ら
市
立
病
院
へ

の
道
路
案
内
看
板
が
必
要
で
あ
る
。

▼
毎
年
話
題
に
な
る
空
き
家
対
策
は
、

　

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

▼ 

何
年
も
前
か
ら
農
業
委
員
会
に
要
望

し
て
い
る
が
、
Ｕ
字
溝
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
用
水
・
排
水
が
臭
く
、
虫

も
発
生
し
て
い
る
。
対
策
が
必
要
だ
。

２  班
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
７
日

●

■
参
加
者　

37
人

▼ 

ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
安
比
の
開
校
に
伴

い
、
地
元
雇
用
、
特
に
若
者
雇
用
に

つ
い
て
事
業
者
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

安
代
か
ら
西
根
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
悪
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

増
便
を
要
望
す
る
。

▼ 

八
幡
平
市
立
病
院
内
に
軽
食
ま
た
は
、

飲
食
が
で
き
る
店
と
休
憩
室
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

▼ 

市
の
発
注
工
事
は
、
地
元
事
業
者
が

優
先
的
に
受
注
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

３  班
荒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
７
日

●

■
参
加
者　

１0
人

荒屋コミュニティセンター
(１１月７日）

１  班
平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
１4
日

●

■
参
加
者　

４
人

　

案
内
看
板
を
、
大
き
く
目
立
つ
よ
う　

　

に
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

ご
み
の
仕
分
け
方
や
日
程
表
を
も
っ

と
市
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼ 

防
災
無
線
の
難
聴
地
域
を
解
消
す
る

た
め
、
希
望
者
に
受
信
機
（
防
災
ラ

ジ
オ
）
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

▼ 

市
立
病
院
の
耳
鼻
科
の
診
察
日
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

国
の
経
営
持
続
化
補
助
金
（
農
業
）

１
・
２
次
募
集
に
漏
れ
た
人
た
ち
の

た
め
に
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

平舘コミュニティセンター
(１１月１4日）

▼ 

議
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
、
市
民
に
寄
り

添
い
、
小
さ
な
事
で
も
積
み
重
ね
な

が
ら
１0
年
先
を
展
望
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

令
和
４
年
８
月
に
開
校
予
定
で
ハ
ロ

ウ
ス
ク
ー
ル
安
比
の
建
設
工
事
が
進

ん
で
い
る
。
ハ
ロ
ウ
校
で
は
、
日
本

文
化
を
学
び
、
市
民
や
小
中
高
生
と

の
交
流
、
奉
仕
活
動
を
望
ん
で
い
る
。

市
の
支
援
の
あ
り
方
は
ど
う
か
。

▼ 

観
光
協
会
の
事
業
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン

化
し
て
い
な
い
か
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
観
光

協
会
の
役
割
を
認
識
し
、
事
業
の
連

携
強
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

２  班
松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
１4
日

●

■
参
加
者　

２
人

議員と語る会に参加いただき

ありがとうございました

　各会場の実施報告書や参加者のアン

ケート結果、要望・提言などに対する

市の回答(対応方針）の全文など、議員

と語る会について、詳しくは八幡平市

議会のホームページに掲載します。

松尾コミュニティセンター
(１１月１4日）

▼ 

寺
志
田
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ほ
と
ん

ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
高
齢

者
の
た
め
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
、
整
備

を
望
む
。

▼ 

漆
器
文
化
を
守
る
た
め
、
木
地
師
の

養
成
が
急
務
で
あ
る
。
市
で
木
地
師

を
養
成
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」に
対
す
る
要
望
。

全
議
案
の
掲
載
と
臨
時
会
の
記
事
を

掲
載
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼ 

国
道
２
８
２
号
に
あ
る
市
立
病
院
の
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1２月定例会

田山診療所を病院事業に

移管など23議案を可決

●会期　1２月４日～1２月1４日(11日間)

１２月定例会議案採決（発議案第２号）

今回は

市長提出議案　２２件

議員提出議案　２件

請願　　　　　１件

病
院
事
業
の
職
員

定
数
87
人
に
見
直
し

　

病
院
事
業
の
職
員
定
数
の
見
直
し
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

田
山
診
療
所
の
移
管
に
伴
い
、

定
数
の
増
加
と
説
明
が
あ
っ
た

が
、
詳
し
い
内
容
は
。

病
院
事
業
の
職
員
定
数
を
66
名

か
ら
87
名
に
す
る
も
の
で
、
２１

名
の
増
員
と
な
る
。
内
訳
は
、
田

山
診
療
所
を
病
院
事
業
に
移
管

す
る
こ
と
に
伴
い
、
事
務
職
員

２
名
、
医
師
１
名
、
看
護
師
２

名
の
合
計
５
名
の
ほ
か
、
市
立

病
院
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め

に
看
護
師
９
名
、
介
護
福
祉
士

７
名
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
説
明
の
際
に
全
体
の
説
明

が
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
は
、
敏
感
な
問
題
で
あ

り
説
明
不
足
で
は
。

説
明
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

田
山
診
療
所
の
移
管
お
よ
び
入

院
患
者
の
増
加
と
夜
間
体
制
の

強
化
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
11
号
】　

八
幡
平
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

ＱＡ

９
５
９
５
万
７
千
円

減
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
９
５
万

７
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活

用
支
援
補
助
金
を
計
上
し
て
い

る
が
、
交
付
条
件
と
現
状
は
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

利
用
手
数
料
に
対
し
、
市
が
２

分
の
１
（
最
大
50
万
円
）
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、

約
１
５
０
万
円
の
お
金
を
集
め

た
事
業
者
に
対
し
て
、
46
万
２

千
円
の
手
数
料
を
助
成
す
る
。

ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
卒
業
生
の

事
業
の
活
用
状
況
は
。

今
回
の
事
例
は
、
ス
パ
ル
タ

キ
ャ
ン
プ
卒
業
生
か
ら
の
申
請

で
あ
り
、
市
の
補
助
金
第
１
号

で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

活
用
し
や
す
く
な
り
、
資
金
の

調
達
が
し
や
す
い
環
境
に
な
る
。

起
業
家
の
安
定
し
た
経
営
に
役

立
つ
も
の
と
期
待
す
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
１5
号
】　

令
和
２
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

ＱＡ

※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

令和２年第４回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ 6 ７ ８ 9 １0 １１ １２ １3 １4 １5 １6 １7 １8 １9 ２0

議決結果

関　
　

治
人
（
八　

起　

会
）

羽
沢　

寿
隆
（
八　

起　

会
）

工
藤　

多
弘
（
松　

西　

会
）

勝
又　

安
正
（
八　

起　

会
）

北
口　
　

功
（
無　

会　

派
）

工
藤　

隆
一
（
八　

起　

会
）

田
村　

善
男
（
八　

起　

会
）

井
上　

辰
男
（
八　

起　

会
）

立
花　

安
文
（
八　

起　

会
）

渡
辺　

義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　

直
道
（
改
革
ク
ラ
ブ
）

古
川　

津
好
（
松　

西　

会
）

田
村　
　

孝
（
八　

起　

会
）

髙
橋　

悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤　
　

博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

関　

善
次
郎
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

髙
橋　

光
幸
（
改
革
ク
ラ
ブ
）

米
田　

定
男
（
日
本
共
産
党
）

小
野
寺
昭
一
（
八　

起　

会
）

工
藤　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

発議案
第２号

緊急経済対策とし
て消費税率５％へ
の引き下げを求め
る意見書

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○
欠
席

○ ○ ○ ● － 否決

 

討
論　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
消
費
税
率
５
％

へ

の

引

き

下

げ

を

求

め

る

意

見

書

八
幡
平
市
議
会
初
の

議
員
間
討
議
を
実
施

　

政
府
に
対
し
、
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
消
費
税
率
５
％
へ
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
内
容
で
す
（
提
出
者
＝
米
田
定
男

議
員
）
。

９
月
定
例
会
で
も
こ
の
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、
否
決
を
さ
れ
た

わ
け
だ
が
、
な
ぜ
ま
た
今
議
会

で
提
出
し
た
の
か
。

前
回
の
議
会
で
同
じ
趣
旨
の
請

願
が
不
採
択
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
法
的
に
発
議
案
が
出
せ
な

い
条
件
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
議
会
と
い
う
の
は
議
会

運
営
上
か
ら
見
れ
ば
、
会
期
が

変
わ
れ
ば
舞
台
が
変
わ
る
。

ＱＡ
【
発
議
案
第
２
号
】　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
消

費
税
率
５
％
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書

【
反
対
討
論
】　

勝
又
安
正
議
員(

八
起
会)

　

消
費
税
そ
の
も
の
の
本
来
の
プ
ロ
セ
ス
は
福
祉
財
源
確
保
の
た
め
の
税
で
あ

る
。
消
費
税
を
引
き
下
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
対
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
財
政
出
動
が

少
な
く
な
る
訳
で
は
な
く
、
財
源
の
不
足
に
よ
り
、
多
く
の
財
政
出
動
の
必
要

性
に
追
わ
れ
、
税
率
が
変
化
す
る
度
に
一
般
の
現
場
で
の
混
乱
、
経
費
の
増
大

な
ど
商
店
小
売
業
に
ま
す
ま
す
の
負
担
と
混
乱
を
強
い
る
。
マ
ク
ロ
経
済
を
無

視
し
た
小
手
先
だ
け
の
政
策
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

髙
橋
悦
郎
議
員(

日
本
共
産
党)

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
終
息
し
た
後
に
行
う
経
済
対
策
で
あ
っ
た
、
G
O

T
O

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
め
る
中
で
、
感
染
が
過
去
最
大
に
広
が
っ
て
い
る
。
消
費

税
率
５
％
へ
の
引
き
下
げ
は
、
全
国
す
べ
て
１
世
帯
当
た
り
、
年
に
１0
万
円
前

後
の
減
税
を
行
う
事
と
国
内
経
済
の
６
割
を
占
め
る
家
計
消
費
を
拡
大
す
る
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
抑
止
に
も
な
る
経
済

対
策
で
あ
り
、
与
党
の
一
部
や
野
党
各
党
が
提
案
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】　

北
口
功
議
員(

無
会
派)

　

９
月
定
例
会
の
請
願
に
お
け
る
反
対
討
論
に
あ
る
と
お
り
、
消
費
税
は
社
会

保
障
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
世
界
に
先
駆
け
て
日
本
が
行
っ
て
い
る
政
策
で

も
あ
る
。
今
現
在
、
実
施
し
て
い
る
も
の
を
大
き
く
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
、
財

源
の
問
題
が
あ
る
事
か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。
地
方
交
付
税
が
減
る
中

で
市
の
財
源
と
し
て
貴
重
な
消
費
税
分
を
確
保
し
て
い
く
必
要
性
を
鑑
み
、
反

対
討
論
と
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

関
善
次
郎
議
員(

自
由
ク
ラ
ブ)

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
企
業
な
ど
の
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
の

収
入
が
減
り
、
現
状
は
大
変
厳
し
い
社
会
状
況
で
あ
り
、
市
民
・
国
民
の
生
活

が
ま
ま
な
ら
な
い
社
会
環
境
が
続
い
て
い
る
。
市
民
が
大
変
な
時
こ
そ
市
と
市

議
会
が
一
体
と
な
り
市
民
を
支
え
る
行
動
を
行
う
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大
事
で

は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
一
時
的
に
消
費
税
率
を
５
％
に
引
き
下
げ
、

い
く
ら
か
で
も
市
民
の
負
担
を
減
ら
す
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

■
発
議
案
第
２
号
に
対
し
て
、
議
会
基

本
条
例
第
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

議
員
相
互
間
の
自
由
な
討
議
を
実
施
す

る
た
め
、
議
長
発
議
に
よ
り
議
員
間
討

議
を
実
施
し
た
。
約
１
時
間
に
わ
た
り

議
員
同
士
で
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

※
討
議
の
内
容
は
、
八
幡
平
市
議
会
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
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質問した事項

渡辺　義光　議員（市民クラブ)………………………6

　・国際文化交流都市宣言と多文化交流施設整備について
　・市内小・中学校のいじめと不登校の実態について

井上　辰男　議員 （八起会)……………………………７
　・超高齢社会の課題について
　・水道施設の老朽化問題について
　・新型コロナウイルス感染症の再拡大について

工藤　隆一　議員 （八起会)……………………………８

　・八幡平市立病院について
　・主要地方道大更八幡平線について
　・教育について
　・観光について

関　　治人　議員 （八起会)……………………………８

　・子育て支援について
　・防災対策について
　・ラジオ難視聴について

勝又　安正　議員 （八起会)……………………………９

　・米の適正生産量について
　・大雪対策について
　・八幡平市のりんどう振興と強化継続について

工藤　直道　議員 （改革クラブ)………………………1０
　・令和３年度予算編成について
　・公共施設等総合管理計画について
　・未登記道路について
　・米の消費拡大と支援策について

髙橋　悦郎　議員 （日本共産党)………………………1０
　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の実施
　　計画について
　・八幡平市子ども・子育て支援事業計画について

工藤　多弘　議員 （松西会)……………………………11

　・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略について
　・大更駅周辺及び地域のまちづくり環境整備について

熊澤　　博　議員 （自由クラブ)………………………1２

　・ふるさと納税返礼品事業のあり方について
・土砂流出被害について

米田　定男　議員 （日本共産党)………………………1２
　・入湯税について
　・新型コロナウイルス感染症対策について

北口　　功　議員 （無会派)……………………………1３

　・コミュニティバスの幹線バス運行へのアクセスについて
　・防犯灯のLED化の推進について
　・北森駅ホームのハトのフン害対策について

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員

（市民クラブ）

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員

（八起会）

問　

文
化
施
設
整
備
は
、
３
町

村
合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ

る
。
市
芸
術
文
化
協
会
・
市
婦

人
会
連
絡
協
議
会
の
請
願
は
採

決
さ
れ
９
年
。
議
員
と
語
る
会

で
も
毎
回
要
望
が
あ
る
が
未
だ

に
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
コ
ン

パ
ク
ト
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
施

設
整
備
の
具
現
化
の
考
え
は
。

市
長　

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
令
和
３
年
～
７
年
度
）

に
盛
り
込
み
、
規
模
、
運
営
手

法
を
考
え
る
。
近
隣
自
治
体
の

施
設
利
用
や
令
和
４
年
８
月
開

校
の
ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
と
の
連

携
協
定
や
国
際
文
化
交
流
施
設

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

問　

ハ
ロ
ウ
校
は
、
最
終
的
に

生
徒
数
９
４
０
人
、
世
界
一
の

学
校
を
目
標
に
し
て
い
る
。
バ

レ
ー
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

同
地
周
辺
に
ホ
テ
ル
整
備
な
ど

１
万
人
規
模
の
ま
ち
づ
く
り
を

構
想
し
て
い
る
。
多
文
化
共
生

社
会
を
目
指
し
「
国
際
文
化
交

流
都
市
宣
言
」
を
構
想
し
て
は
。

市
長　

ハ
ロ
ウ
校
の
開
校
は
、

本
市
が
変
革
す
る
起
爆
剤
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
市
民
と
外

国
人
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施

設
活
用
や
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
の

可
能
性
を
広
く
検
討
す
る
。

い
じ
め
の
無
い
学
校

問　

令
和
元
年
度
の
岩
手
県
内

小
・
中
学
校
で
の
い
じ
め
件
数

が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
同
年

度
の
市
内
小
・
中
学
校
の
い
じ

め
の
実
態
と
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長　

小
学
校
59
件
、
中
学

校
14
件
で
、
前
年
度
よ
り
１
５

０
件
減
少
し
た
。
「
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
を
各
校
の
全
職

員
で
確
認
し
、
徹
底
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
や

保
護
を
す
る
ツ
ー
ル
は
な
に
か
。

市
長　

1
つ
目
は
、
弁
当
の
提

供
と
安
否
確
認
を
行
う
「
配
食

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
。
２
つ
目
は
、

緊
急
時
に
適
切
な
対
応
と
安
否

確
認
を
行
う
「
緊
急
通
報
体
制

整
備
事
業
」
。
３
つ
目
は
、
民

間
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
異

変
を
早
期
に
発
見
、
支
援
を
行

う
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
。
４
つ
目
が
、
認
知
症
高

齢
者
の
行
方
不
明
の
早
期
発
見
、

保
護
を
図
る
「
盛
岡
広
域
シ
ル

バ
ー
ケ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

問　

徘
徊
し
て
隣
接
市
町
ま
で

行
く
可
能
性
も
あ
る
。
早
期
発

見
の
た
め
、
周
辺
自
治
体
と
協

定
書
を
交
わ
し
、
連
携
強
化
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

県
が
主
体
と
な
り
、
行

政
間
の
情
報
共
有
や
協
力
依
頼

の
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
買
い
物
弱
者
が

増
え
て
い
る
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の

環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

シ
ニ
ア
カ
ー
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は
利
用
に
も
配
慮

し
た
歩
道
整
備
に
努
め
る
。

水
道
施
設
の
老
朽
化

問　

八
幡
平
市
水
道
事
業
経
営

戦
略
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
は
。

市
長　

計
画
ど
お
り
実
施
し
て

い
る
。
県
最
終
処
分
場
整
備
関

連
も
、
８
割
程
度
進
む
見
込
み
。

今
後
は
、
小
規
模
施
設
の
統
合

を
進
め
、
効
率
化
を
図
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
水
道
料
金
減
免
措

置
の
件
数
と
減
免
額
は
。

市
長　

減
免
措
置
件
数
は
、
１

１
６
件
で
、
減
免
額
は
、
１
６

３
４
万
９
千
円
で
あ
る
。

二
転
三
転
の
文
化
施
設
整
備

総
合
計
画
に
盛
り
込
み
検
討

ゆっくり座って観賞したいですね！

シ
ニ
ア
カ
ー
の
環
境
整
備
を

配
慮
し
た
歩
道
整
備
努
め
る

道路横断が最も危険性が高い
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関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員

（八起会）

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員

（八起会）

工
く ど う

藤隆
りゅういち

一 議員

（八起会）

問　

育
児
休
暇
を
取
得
で
き
る

環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

企
業
へ
の
働
き
か
け
や

男
性
の
育
児
参
加
促
進
に
理
解

を
求
め
て
い
く
。

問　

待
機
児
童
の
今
後
の
見
通

し
と
対
応
に
つ
い
て
。

市
長　

保
育
所
の
統
合
や
児
童

数
減
に
よ
り
、
１
歳
、
２
歳
児
は
、

令
和
３
年
度
に
解
消
す
る
見
込

み
で
あ
る
。
０
歳
児
に
つ
い
て

は
、
制
度
上
の
定
員
超
過
の
範

囲
内
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

問　

遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
と
の

声
に
対
し
て
は
。

市
長　

大
更
顔
づ
く
り
施
設
整

備
で
対
応
す
る
。

問　

病
児
保
育
事
業
を
実
施
す

る
見
込
み
は
。

市
長　

看
護
師
や
保
育
士
の
確

保
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
難
視
聴

問　

安
代
地
区
の
ラ
ジ
オ
難
視

聴
解
消
に
向
け
現
状
は
。

市
長　

A
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、

海
外
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

基
地
局
の
建
設
に
は
、
約
２
億

１
千
万
円
の
経
費
が
掛
か
る
。

困
難
で
は
あ
る
が
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
今
後
も
要
望
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え

に
く
い
な
ど
、
市
民
か
ら
多
く

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
災
害

時
に
は
、
市
民
の
生
命
を
守
る

た
め
複
数
の
伝
達
方
法
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
が
必

要
と
な
る
が
、
当
局
の
考
え
は
。

市
長　

防
災
メ
ー
ル
や
ア
プ
リ

の
活
用
な
ど
、
複
数
の
伝
達
方

法
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
充
実
が
重
要
と
考
え
る
。

問　

転
作
助
成
金
と
な
る
水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
支
援

策
な
ど
の
状
況
を
伺
う
。

市
長　

国
か
ら
の
交
付
金
を
継

続
し
市
農
業
再
生
協
議
会
で
も

飼
料
用
米
や
高
収
益
野
菜
へ
の

作
付
け
転
換
に
助
成
を
実
施
。

問　

適
正
な
生
産
目
安
を
早
め

に
示
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

国
の
予
算
配
分
が
不
明

で
あ
る
が
、
関
係
機
関
を
通
じ

早
期
の
周
知
を
し
て
い
く
。

問　

農
家
の
所
得
確
保
の
た
め
、

収
入
保
険
制
度
な
ど
の
対
策
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
認
定
農
業
者
協
議
会

で
の
研
修
、
個
別
相
談
会
の
開

催
で
加
入
推
進
に
努
め
る
。

大
雪
対
策
に
つ
い
て

問　

除
雪
支
援
活
動
助
成
金
交

付
事
業
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

市
長　

今
年
度
は
安
代
地
区
地

域
振
興
協
議
会
５
団
体
で
あ
る
。

問　

避
難
所
の
寒
さ
対
策
は
取

ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

消
防
団
防
災
倉
庫
の
機

材
活
用
と
停
電
時
の
石
油
ス

ト
ー
ブ
70
台
を
確
保
し
て
い
る
。

避
難
所
に
お
い
て
も
ホ
テ
ル
協

議
会
と
の
協
定
に
基
づ
き
協
力

要
請
を
し
て
い
く
。

り
ん
ど
う
強
化
継
続

問　

需
要
期
に
合
っ
た
品
種
改

良
が
推
進
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

関
係
機
関
と
協
力
し
、

地
区
に
合
わ
せ
た
最
適
品
種
の

作
付
け
を
推
奨
し
て
い
る
。

問　

海
外
活
用
事
業
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
。

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
、
現

地
へ
の
指
導
強
化
を
図
り
ブ
ラ

ン
ド
の
維
持
、
ま
た
振
興
作
物

推
進
事
業
の
継
続
支
援
を
行
う
。

問　

主
要
地
方
道
大
更
八
幡
平

線
の
一
部
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
区
間
に
歩
道
が
な
く
、
道

路
幅
員
が
急
に
狭
く
な
り
危
険

で
あ
る
。
今
後
の
考
え
は
。

市
長　

現
在
は
、
岩
手
県
の
管

理
道
路
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

市
町
村
要
望
へ
追
加
し
、
早
期

に
事
業
着
手
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

問　

県
道
渋
民
田
頭
線
と
の
十

字
路
交
差
点
で
、
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
安
全
対
策
は
。

建
設
課
長　

変
則
交
差
点
で
、

見
通
し
が
悪
く
、
危
険
と
の
認

識
は
あ
る
。
県
道
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
に
早
急
に
要
望
す
る
。

市
立
病
院
看
板
設
置

問　

バ
イ
パ
ス
か
ら
の
入
口
で

あ
る
大
更
中
央
線
の
所
に
市
立

病
院
の
看
板
が
必
要
と
考
え
る
。

市
立
病
院
事
務
局
長　

バ
イ
パ

ス
か
ら
の
進
入
路
で
、
何
も
な

く
分
か
り
づ
ら
い
た
め
、
今
後

市
民
の
意
見
を
聞
き
検
討
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通

信
環
境
整
備
を
図
る

問　

今
年
度
中
に
小
・
中
学
生

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
置

と
な
る
。
今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

教
材
を
活
用
し
、
復
習
す
る
事

で
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
や
児

童
生
徒
の
個
別
学
習
や
指
導
が

可
能
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
る
臨
時
休
校
時
に
は
、
双

方
通
信
に
よ
る
健
康
状
況
の
把

握
、
ラ
イ
ブ
授
業
、
家
庭
学
習

の
提
供
な
ど
、
学
習
指
導
の
支

援
を
行
う
。
ま
た
、
今
後
は
家

庭
通
信
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

大
更
八
幡
平
線
の
拡
幅
改
良

県
へ
事
業
着
手
を
要
望
す
る

見通しが悪い危険な変則交差点

子
育
て
支
援
の
充
実
を
要
望

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
対
応

令和6年度までの計画が示された。

米
の
適
正
生
産
量
と
支
援
策

転
作
作
物
の
支
援
を
進
め
る

荒屋地区の収穫を待つ稲穂
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髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員

（日本共産党）

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員

（松西会）

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員

（改革クラブ）

問　

市
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
経
済

対
策
費
は
、
約
１
億
８
７
０
０

万
円
が
未
執
行
分
と
し
て
減
額

補
正
さ
れ
る
。
今
回
の
減
額
は

初
め
て
の
経
済
対
策
で
も
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
う
。

今
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
特
に

中
小
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
回

減
額
す
る
予
算
で
新
た
な
支
援

策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

支
援
策
の
執
行
率
が

低
か
っ
た
の
は
そ
の
と
お
り
だ

が
、
困
っ
て
い
る
事
業
所
に
は

必
要
な
支
援
金
は
届
い
た
と
思

う
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
県
が

新
た
に
家
賃
補
助
を
行
う
の
で
、

市
も
今
定
例
会
で
追
加
補
正
予

算
案
を
提
案
し
た
い
。
さ
ら
に

は
、
国
も
第
３
次
の
コ
ロ
ナ
対

策
交
付
金
補
正
を
行
う
の
で
、

そ
れ
ら
を
使
い
効
果
的
な
支
援

策
を
実
施
し
た
い
。

保
育
所
の
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
早
期
に

問　

市
内
の
出
生
数
は
合
併
時

２
０
０
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

昨
年
度
は
１
０
９
名
と
半
減
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
今

年
度
策
定
し
た
「
市
の
子
育
て

支
援
計
画
」
の
中
で
、
５
年
後

に
お
い
て
も
待
機
児
童
が
い
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
早
期
に

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
す
る
体
制
に

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
福
祉
課
長　

計
画
で
は
待

機
児
童
が
残
る
よ
う
に
な
っ
て

は
い
る
が
、
今
建
設
し
て
い
る

統
合
保
育
所
が
完
成
す
る
と
、

0
歳
児
の
保
育
定
数
が
12
名
増

え
る
。
さ
ら
に
正
職
員
の
保
育

士
を
複
数
人
雇
用
す
る
予
定
で

あ
り
、
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

大
更
駅
前
周
辺
に
人
が
集

ま
る
複
合
施
設
の
計
画
は
。

市
長　

八
幡
平
市
商
工
会
を
通

じ
地
域
の
方
々
の
意
向
を
調
査

し
、
市
立
図
書
館
お
よ
び
子
育

て
支
援
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

大
更
駅
前
周
辺
整
備
事
業

の
投
資
額
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

大
更
駅
前
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
は
、
約
50
億
２
千
万

円
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
交

付
金
と
合
併
特
例
債
の
交
付
税

算
入
分
が
約
40
億
９
千
万
円
と

見
込
ま
れ
、
実
質
負
担
は
約
９

億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
環
境
の
整
備

問　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

保
育
士
の
確
保
、
保
育
環
境
の

整
備
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
正
職
員
の
保
育
士
の
採
用
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
秋
の
松
野
保
育
所
と
寄
木
保

育
所
の
統
合
に
よ
り
、
０
歳
児

の
定
員
が
12
名
増
え
、
保
育
士

の
配
置
に
余
裕
が
で
き
る
。

小
児
医
療
の
充
実

問　

市
立
病
院
の
小
児
医
療
を

週
５
日
診
療
に
す
る
考
え
は
。

市
長　

現
在
、
岩
手
医
大
か
ら

の
医
師
の
派
遣
に
よ
り
週
４
日

診
療
し
て
い
る
が
、
来
年
度
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週

５
日
診
療
で
き
る
よ
う
小
児
科

医
の
確
保
に
鋭
意
努
力
す
る
。

問　

観
光
交
流
人
口
の
増
大
に

向
け
、
外
国
人
受
入
れ
体
制
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長　

大
更
・
平
舘
の
飲
食
店

を
中
心
に
英
語
・
繁
体
字
の
メ

ニ
ュ
ー
表
を
作
成
し
、
外
国
人

が
市
内
飲
食
店
に
行
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

問　

歳
入
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
は
、
人
口
減
少
の
影
響
が
大

き
く
、
将
来
に
お
い
て
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
す
。
移
住
・
定

住
化
対
策
に
十
分
な
対
策
費
が

必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
業

務
を
本
市
で
行
う
方
を
対
象
に
、

移
住
支
援
金
や
起
業
支
援
金
を

支
給
し
、
東
京
圏
の
人
材
を
本

市
の
移
住
に
結
び
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

未
登
記
道
路
問
題

問　

市
道
区
域
内
に
お
い
て
所

有
権
を
移
転
し
な
い
土
地
は
存

在
し
な
い
か
伺
う
。

市
長　

現
在
把
握
し
て
い
る
未

登
記
は
、
３
４
５
筆
で
あ
る
。

今
後
も
随
時
調
査
を
進
め
、
未

登
記
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

問　

未
登
記
道
路
に
お
け
る
課

税
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

現
在
調
査
中
で
あ
り
、

課
税
情
報
が
特
定
さ
れ
た
ら
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

米
の
検
査
手
数
料
と

紙
袋
代
の
補
助
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食
産

業
の
低
迷
と
米
の
消
費
の
伸
び

悩
み
で
米
価
が
下
落
し
て
い
る
。

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

需
要
動
向
を
見
れ
ば
、

価
格
の
下
落
は
予
想
さ
れ
た
。

高
収
益
作
物
へ
の
作
付
け
転
換

を
進
め
て
い
く
。

問　

花
巻
市
で
は
、
米
生
産
者

に
対
し
、
主
食
米
価
格
の
下
落

に
対
す
る
補
助
金
1
袋
30
㌔
当

た
り
検
査
手
数
料
と
紙
袋
助
成

１
０
７
円
の
補
助
を
し
て
い
る

が
、
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

農
林
課
長　

考
え
て
い
な
い
。

さ
ら
な
る
移
住
定
住
化
対
策

移
住
・
起
業
支
援
金
を
支
給

地域おこし協力隊卒業後に移住

新
た
な
コ
ロ
ナ
経
済
支
援
を

新
規
の
家
賃
補
助
を
行
う

事業名 当初予算 執行率

新型コロナウイルス感染症対策事業費補助金 １４５，６００ ４１．２％

地域企業経営継続支援事業補助金 ４６，９９２ １３．６％

水道料金等減免措置 ３８，３９６ ５１．７％

小中学校のタブレット端末購入 １７５，８３７ 入札減等

公立学校ネットワーク整備委託料 １５３，５９８ 入札減等

その他

合計

八幡平市のコロナ感染症での主な経済対策予算の執行率 (単位 :  千円)

今回の減額補正

▲８５，６００

▲４０，５８６

▲１８，５５７

▲２２，１６７

▲１９，２８８

▲９４５

▲１８７，１４３

臨時交付金の減額補正表

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
世
代
は

子
育
て
世
代
を
中
心
に

大更駅前周辺整備事業の現状
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米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員

（日本共産党）

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員

（無会派）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員

（自由クラブ）

問　

税
は
当
然
な
が
ら
そ
の
体

系
や
運
用
は
、
厳
格
で
整
然
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
入
湯
税
は

曖
昧
な
規
定
や
運
用
の
状
況
に

あ
る
と
判
断
し
、
問
題
提
起
と

し
て
質
問
す
る
。

　

入
湯
税
の
法
的
根
拠
は
昭
和

25
年
に
制
定
さ
れ
た
地
方
税
法

で
あ
る
。
創
設
当
時
で
あ
れ
ば
、

温
泉
へ
の
入
湯
は
一
部
の
人
の

特
別
な
行
為
で
あ
り
、
課
税
も

妥
当
だ
と
判
断
で
き
る
。
し
か

し
、
現
在
は
温
泉
施
設
所
在
地

の
市
民
は
安
価
で
入
浴
が
可
能

な
環
境
で
あ
り
、
日
常
生
活
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
こ
の
行
為
に
課
税
す
る
こ

と
が
、
妥
当
で
あ
る
か
が
問
わ

れ
る
。
法
の
規
定
が
社
会
状
況
、

市
民
の
生
活
状
況
に
合
致
し
て

い
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

市
長　

一
般
公
衆
浴
場
や
12
歳

未
満
の
方
の
入
湯
に
つ
い
て
は
、

課
税
免
除
し
て
お
り
一
律
な
課

税
と
は
し
て
い
な
い
。

問　

市
高
齢
者
等
温
泉
館
条
例

の
規
定
で
は
、
そ
の
設
置
目
的

に
つ
い
て
「
温
泉
の
利
用
等
に

よ
る
健
康
の
増
進
、
及
び
交
流

の
促
進
」
と
規
定
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
施
設
の
利
用
は

市
が
推
奨
す
る
行
為
と
い
え
る
。

そ
の
行
為
に
対
し
て
市
税
を
課

す
る
の
は
矛
盾
で
あ
る
。

市
長　

地
方
団
体
は
、
公
益
上

の
事
由
等
に
よ
り
不
均
一
課
税

が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施

設
に
は
そ
れ
を
適
用
し
て
い
る
。

問　

岩
手
町
条
例
で
は
、
町
営

施
設
の
入
湯
に
つ
い
て
課
税
免

除
を
規
定
し
て
い
る
。

市
長　

負
担
の
公
平
性
、
財
政

状
況
等
を
鑑
み
課
税
免
除
で
は

な
く
不
均
一
課
税
と
し
て
い
る
。

問　

運
転
が
で
き
な
い
高
齢
者

の
通
院
な
ど
は
、
大
変
な
問
題

で
あ
る
。
駅
か
ら
病
院
ま
で
距

離
が
あ
る
方
も
い
る
。
浅
沢
地

区
か
ら
幹
線
バ
ス
（
兄
畑
駅
～

市
立
病
院
）
に
乗
り
換
え
で
き

る
バ
ス
の
運
行
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

の
運
行
が
で
き
な
い
の
か
。

市
長　

浅
沢
五
日
市
線
は
、
Ｊ

Ｒ
花
輪
線
へ
の
接
続
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
る
。
幹
線
バ
ス
は
、

花
輪
線
の
空
白
時
間
帯
の
移
動

手
段
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
運
行

は
、
予
定
し
て
い
な
い
が
地
域

の
方
々
と
検
討
し
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

推
進
に
つ
い
て

問　

地
域
振
興
協
議
会
事
業
の

中
で
住
宅
地
の
街
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
防
犯
灯

は
進
ん
で
い
な
い
。
市
が
管
理

す
る
防
犯
灯
の
数
と
年
間
の
維

持
費
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
の

試
算
は
あ
る
の
か
。

市
長　

防
犯
灯
の
数
は
11
月
末

時
点
で
１
０
６
３
灯
。
維
持
費

は
、
平
成
30
年
度
４
５
０
万
７

３
７
９
円
で
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
た
場
合
の
試
算
は
お
お
よ
そ

２
３
０
０
万
円
で
、
電
気
料
金

は
年
額
約
１
５
０
万
円
と
な
る
。

問　

盛
岡
市
や
秋
田
市
で
行
わ

れ
て
い
る
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
、
初
期
投

資
が
少
な
く
、
維
持
費
の
点
か

ら
も
有
効
と
考
え
る
。
当
市
で

も
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

盛
岡
市
の
事
例
は
聞
い

て
い
る
。
盛
岡
市
や
他
自
治
体

を
調
査
し
、
本
市
で
の
事
業
展

開
が
可
能
か
検
討
す
る
。

問　

大
雨
の
際
、
農
業
法
人
が

経
営
す
る
七
時
雨
・
田
代
平
の

野
菜
団
地
の
土
砂
流
出
被
害
が

続
い
て
い
る
。
麓
の
山
荘
、
涼

川
を
利
用
す
る
養
鱒
場
、
松
川

淡
水
漁
業
協
同
組
合
の
被
害
状

況
と
、
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
市

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

山
荘
で
は
、
「
土
砂
で

池
が
つ
ぶ
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
」
養
鱒
場
で
は
、
「
沈
砂

池
と
養
魚
池
に
泥
が
た
ま
り
、

撤
去
費
用
が
か
さ
ん
で
い
る
」

松
川
淡
水
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

「
遊
漁
券
の
販
売
が
減
少
傾
向

で
、
稚
魚
を
毎
年
放
流
し
て
い

る
の
に
魚
が
増
え
て
い
な
い
」

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
急
傾
斜
の
農
地
保
全

の
観
点
か
ら
、
地
権
者
と
耕
作

者
に
対
し
て
、
複
数
回
に
わ
た

り
、
土
砂
流
出
防
止
対
策
を
講

じ
る
よ
う
協
力
を
要
請
し
て
い

る
。
今
後
も
、
大
雨
の
際
に
は

現
地
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
関
係

者
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
土
砂

流
出
の
減
少
に
努
め
た
い
。

問　

野
口
地
区
の
河
川
公
園
の

河
道
は
、
多
自
然
型
で
魚
や
水

生
昆
虫
の
す
み
や
す
い
、
昔
の

川
の
再
現
を
狙
っ
た
も
の
で
あ

る
。
生
物
の
す
め
な
い
川
は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
観
点
か

ら
も
問
題
で
あ
る
。
農
地
の
番

人
と
も
い
わ
れ
る
農
業
委
員
会

の
こ
券
に
か
か
わ
る
、
由
々
し

き
事
態
で
は
な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

こ
の

件
に
関
し
て
は
、
強
い
行
政
指

導
を
で
き
る
立
場
で
は
な
い
。

今
後
も
農
林
課
と
連
携
し
、
耕

作
者
や
所
有
者
に
改
善
を
要
請

し
て
い
く
。

涼
川
等
へ
の
土
砂
流
出
被
害

耕
作
者
に
対
策
を
協
力
要
請

カジカ泣く  山女に岩魚  ニジマスも

入
湯
税
規
定
は
検
証
が
必
要

法
に
沿
っ
て
運
用
し
て
い
る

市の高齢者等温泉館

高
齢
者
の
通
院
問
題
対
策

移
動
手
段
の
確
保
に
努
力

兄畑駅～市立病院を走る幹線バス
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問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■ 応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ

　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず

　記入の上、はがきやファクス、電子メールで応募ください。正

　解者の中から抽選で５人に八幡平市共通商品券 １,000円分 をお

　贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせていただき

　ます）。

■あて先　〒0２8-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0１95-74-２１05　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　令和３年３月５日㈮(当日消印有効)

■前回（№61)の正解　1３（件)

　　　　　　　　　　応募者　２２人　　正解者　２２人

ク イ ズ

繁殖育成センターの
飼養頭数は、乳用牛
と肉用牛を合わせて
最大〇〇〇頭を予定
しています。

次は　３月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

令和２年1２月定例会の視聴回数は3２3回です。

　　　　９月定例会の視聴回数は571回でした。

（令和３年1月７日時点）

期　日 内　容

２月１8日㈭ 市長施政方針演述  ほか

２月１9日㈮
～

３月２日㈫
休会

３月３日㈬～５日㈮ 会派代表質問、一般質問

３月6日㈯・７日㈰ 休会

３月８日㈪～１0日㈬
一般質問、議案審議、

予算特別委員会

３月１１日㈭～１4日㈰ 休会

３月１5日㈪～１7日㈬ 予算特別委員会

３月１8日㈭ 休会

３月１9日㈮ 予算特別委員会

３月２0日㈯～２２日㈪ 休会

３月２3日㈫ 委員長報告  ほか

【
議
案
第
１
号
】　

繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て　
　
　
　

　

八
幡
平
市
平
笠
地
内
に
17
億
４
９
０

０
万
円
で
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
飼
養
頭

数
は
、
最
大
で
乳
用
牛
４
０
０
頭
、
肉

用
牛
４
５
０
頭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　　
田代平周辺ほか７カ所の視察調査

　株式会社太極舎が、旧八幡平トラウトガーデンの建物

を改装し開業した、八幡平市初のクラフトビール醸造所

を視察した。日本名水百選に選定された金沢清水湧水と

ドイツの有機無農薬麦芽を使った４種類のオーガ二ック

ビールを生産する。工場の施設内見学と岡部社長のビー

ルにかける抱負を拝聴した。地熱・天然水といった地元

の自然を活用し、「人に自然にやさしく」をモットーと

したこのビールは、市内の宿泊施設や首都圏での販売拡

大を目指しており、市の観光名所や名水の魅力を伝える

商品として期待が高まっている。

産業建設常任委員会
■期日・場所　1０月２6日・八幡平市内

■内容　産業建設常任委員会所管の令和２年度

                  主要事業等に係る市内視察調査

委員会活動報告

４種類のドラゴンアイビールの紹介　　　　　
算数の授業でプログラミング学習

　大更小学校のパソコン教室において、５年生の算数の

授業を視察した。担当教諭と機器のトラブルに対応する

メーカーのサポートを受けて、ヤフーキッズのプログラ

ミングアプリを使い倍数と公倍数を求める内容であった。

１人１台のパソコンで、どの児童も手際よくパソコンの

操作をして、答えを導き出していた。実際に授業を見学

することで、小学校の情報化教育の現状が分かり、理解

を深めることができた。

教育民生常任委員会
■期日・場所　10月２8日・大更小学校

■内容　市内小学校のパソコン導入による情報  

                  化教育の実態調査

真剣に学習に取り組む大更小学校の児童たち

八幡平市議会活動レポート

議会改革研修会

議会改革の一環で研修会を実施

　１２月9日に、市議会改革推進会議主催の研修会を開催

しました。株式会社岩手日報社、編集局報道部第二部長、

熊谷宏彰氏、同じく八幡平支局長、及川慶修氏を講師に

迎え、熊谷氏からは「地方議会のあり方」、及川氏から

は「地元から見た市議会」を演題に講演していただきま

した。参加議員からは議員の発信力について、議員定数

の定め方についての質問が出され、報道記者の視点から

質問に答えていただき、大変参考になりました。「地方議会のあり方」の研修会風景

【
議
案
第
１
号
】　

八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
国
の
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

同
法
に
準
じ
て
、
期
末
手
当
の
額
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
２
号
】　

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　
　
　

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を

整
備
し
ま
す
。
生
徒
・
教
師
・
指
導
者

用
に
合
わ
せ
て
１
４
９
１
台
を
１
億
５

３
６
７
万
円
で
購
入
す
る
も
の
で
す
。

会
期
11
月
４
日

　
　

（
１
日
間
）

○
建
設
工
事
の
請
負
契
約
な
ど
３
議
案

を
可
決

会
期
11
月
30
日

　
　

（
１
日
間
）

○
給
与
改
定
条
例
・
補
正
予
算
な
ど
９

議
案
を
可
決

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会
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　高校３年生の孫は、大学進学希

望で夜遅くまで勉強し、毎朝6時

の１番列車で盛岡へ通学している。

ふと私も高校時代に汽車通学をし

ていたことを思い出した。冬の

朝、薄暗い雪道をこいで１番列車

に乗ったこと。夏の夕方、クラブ

活動で疲れて乗った最終列車、今

も夕焼けに染まる岩手山の稜線が

くっきりと脳裏に浮かぶ。あれか

ら60年、孫も同じ景色を見て通学

しているのだ。時の移ろいは早い

もの「少年老い易く学成り難し一

寸の光陰軽んずべからず」年を重

ね74歳、夢に向かい頑張る孫18

歳にエールを送る。コロナと風邪

に負けず暖かい春を迎えよう。

議 会 の ま ど

夢
に
向
か
い
頑
張
る  

　
　
　
　

孫
に
エ
ー
ル佐

さ と う

藤  安
やすつぐ

嗣 さん（74歳）

（新町一区）

　八幡平市議会のホームページには、は

ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧）や議

決結果、会議録（キーワード検索できま

す）などを掲載しています。ご覧くださ

い。

市議会ホームページにアクセスを

令和２年第４回定例会

傍聴者数

1４人

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

 

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声

八
幡
平
市
議
会
の
活
動
が
分

か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
町
組
・
64
歳
女
性
）

大
更
駅
前
に
新
図
書
館
が
で
き
る

の
で
す
ね
。
何
が
で
き
る
の
か
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
上
寄
木
・
67
歳
女
性
）

前
号
の
あ
し
ろ
こ
ど
も
園
の

表
紙
は
、
外
の
景
色
も
写
り

子
ど
も
た
ち
も
元
気
で
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

（
湯
沢
・
80
歳
男
性
）

正
午
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
よ

う
に
な
り
、
と
て
も
良
い
で

す
。
畑
作
業
を
し
て
る
時
、
助
か

り
ま
す
。　

（
寺
田
・
7２
歳
女
性
）

市
立
病
院
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
盛
岡
ま
で
行

か
な
く
て
済
む
の
な
ら
市
立
病
院

に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

（
北
村
・
5２
歳
女
性
）

一
度
議
会
を
傍
聴
し
て
み
た
い
と

思
い
つ
つ
、
先
延
ば
し
に
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
行
け
る
雰
囲
気
作
り
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
山
後
・
66
歳
女
性
）

八
幡
平
市
に
も
イ
ノ
シ
シ
が

い
る
の
で
す
ね
。
猟
友
会
に

有
害
鳥
獣
駆
除
の
許
可
を
早
急
に

出
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
向
村
・
75
歳
女
性
）

保育所紹介

田山保育所

保護者会会長

阿
あ べ

部　俊
としのぶ

信　さん

田
山保育所は、周りに多目

的グラウンドや河川公園

が広がり、子どもたちがのびの

びと元気に遊び、学べる場所で

す。また、幼児数が少ない分、所

長先生をはじめ先生方には１人

１人親身になって接していただ

いております。さらには、コロ

ナ禍という事もあり、例年にも

まして衛生面やワックス掛けな

ど施設内の美化に気を配ってい

ただき、安心できる保育所です。

防
災
無
線
の
履
歴
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た

り
、
ラ
イ
ン
の
通
知
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
（
松
川
・
35
歳
女
性
）


